






【要約】 新生児マススクリーニングの精度管理は、平成 7 年度より(財)東京総合医学研

究所が精度管理機関として厚生省より委託を受けて実施し 2年が経過した。精度管理業務

の内、  1)外部標準検体を用いた精度管理は、先天性代謝異常症、先天性甲状腺機能低下

症(クレチン症)、先天性副腎過形成症のスクリーニングについて正確度テストを実施した。

その結果、先天性代謝異常症について5検体の見逃しがあり、記入の誤りについては、各

スクリーニングについて同程度の誤りがある。2)日本マス・スクリーニング学会から要請

のあった先天性代謝異常症スクリーニング用の全国共通の内部精度管理検体の作製を実施

した。3)スクリーニングに用いられる物質、試薬の品質管理を実施しているが、本年は採

血濾紙で問題になったロットがあった。


